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新卒者が地域医療の担い手にはならないが大学の

各診療科に若手医師が所属することにより中堅医
師が過疎地や地域医療の手伝いが出来ていた。

中大都市圏域と小都市圏域
における相違

中大都市圏域
：50万以上の都市のある都道府県

小都市圏域
：50万未満の都市のある都道府県

地方大学における医師不足により過疎地医療
のサポート体制が完全に崩壊した。

特に僻地・地方医療は地方大学が担っていた。

臨床研修制度に代わる
医学生涯教育あり方

（全国医学部長病院長会議
地域医療に関する専門委員会試案）


